
二
月
か
ら
三
月
十
六
日

ま
で
確
定
申
告
相
談
会
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

【
用
意
す
る
も
の
】

①
昨
年
の
売
上
げ
、
経
費

が
わ
か
る
も
の
。
自
主
計

算
書
の
な
い
人
は
事
務
所

に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

②
扶
養
家
族
の
氏
名
、
生

年
月
日

③
昨
年
支
払
っ
た
国
民
健

康
保
険
、
介
護
保
険
の

金
額

④
医
療
費
の
領
収
書
。
同

じ
世
帯
な
ら
家
族
全
員

の
分
を
合
算
で
き
ま
す
。

⑤
妻
、
子
供
の
収
入
金
額

⑥
国
民
年
金
、
生
命
保
険
、

地
震
保
険
な
ど
の
控
除

証
明
書

⑦
税
務
署
か
ら
送
ら
れ
て

き
た
申
告
書
、
納
付
書
、

印
鑑
（
シ
ャ
チ
ハ
タ
不

可
）
、
前
年
申
告
書
控

⑧
住
宅
を
購
入
又
は
増
改

築
し
た
人
は
組
合
に
問

合
せ
を
。

【
無
申
告
は
加
算
税
が
】

所
得
が
あ
っ
て
申
告
し

な
い
場
合
は
十
五
％
も
の

加
算
税
（
税
額
五
〇
万
以

下
）
と
年
七
・
三
％
の
延

滞
税
が
加
算
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

【
新
組
合
員
も
大
歓
迎
】

は
じ
め
て
組
合
で
申
告

す
る
人
も
大
歓
迎
で
す
。

【
平
日
の
相
談
会
】

午
前
九
時
〜
午
後
五
時

ま
で
組
合
事
務
所
で
。
夜

間
も
対
応
可
。
必
ず
事
前

に
電
話
を
く
だ
さ
い
。

【
消
費
税
申
告
】

一
般
課
税
の
人
は
、
非

課
税
経
費
と
課
税
経
費
を

区
分
集
計
し
て
い
た
だ
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

◎
自
動
車
保
険
・
生
命
保

険
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施

中
。
証
券
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

二
〇
二
〇
年
度
労
災
保

険
特
別
加
入
受
付
中
で
す
。

労
災
保
険
は
仕
事
上
の
ケ

ガ
に
適
用
さ
れ
る
国
の
保

険
で
す
。
一
人
親
方
と
し

て
働
く
組
合
員
は
任
意
加

入
に
な
っ
て
い
ま
す
。

民
間
保
険
と
違
い
積
極

的
に
宣
伝
し
な
い
た
め
、

制
度
自
体
を
知
ら
な
い
人

が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

治
療
費
や
休
業
補
償
が

国
か
ら
支
給
さ
れ
る
の
で

安
心
し
て
働
け
ま
す
。

組
合
員
の
高
齢
化
と
と

も
に
年
々
荷
台
か
ら
の
転

落
な
ど
重
傷
事
故
が
増
え

て
い
ま
す
。

公
共
工
事
現
場
で
は
加

入
が
就
労
す
る
条
件
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。

支
払
っ
た
保
険
料
は
全

額
「
社
会
保
険
料
」
と
し

て
控
除
で
き
ま
す
。

２０２０年２月２５日 Ｎｏ２１９
◎
税
務
署
か
ら
申
告
書
は
送
ら
れ
て
来
ま
せ
ん
。
申
告
書
は
組
合
事
務
所
に
あ
り
ま
す
。
◎
税
務
署
か
ら
小
さ
な
封
筒
で
送
ら
れ
て
く
る
「
確
定
申
告
の
お
知
ら
せ
」
「
納
付
書
」
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

発行所 全日本建設交運一般労働組合

栃木県本部 〒327-0315

栃木県佐野市吉水駅前1-2-1

℡ 0283-62-7312 fax 0283-62-7318

http://www.dumptcg.org/

E-mail:DQJ06744@nifty.com

◎労災保険加入は新規・継続ともに３月１０日までに事務所までご連絡ください。

2月16日鹿沼地区相談会の様子

【マイナンバーの取り扱い】

マイナンバー制度は個人情

報の漏えいやプライバシー権

の侵害など様々な問題が指摘

されています。

国税庁は申告書に記載がな

くても受理することを明らか

にしています。

多くの組合員が個人番号の

記載に抵抗を感じており、組

合では各自の判断を尊重し対

応しています。

コース
ダンプ
軽貨物

建設

１ 27,60036,000

２ 42,000 56,400

３ 50,40070,800

４ 60,00084,000

５ 69,60098,400

６ 79,200111,600

７ 87,600

８ 97,200

【
日
時
】

・
三
月
一
日
（
日
）

・
午
前
九
時
〜
午
後
三
時

【
場
所
】

栃
木
市
勤
労
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
栃
木
市
今
泉
町
一

-

二-

七
・
℡
〇
二
八
二-

二
七-

七
一
四
〇
）

【
日
時
】

・
三
月
八
日
（
日
）

・
午
前
九
時
〜
午
後
三
時

【
場
所
】

組
合
事
務
所

（
佐
野
市
吉
水
駅
前
一-

二-

一
・
℡
〇
二
八
三

-

六
二-

七
三
一
二
）

医
療
費
の
領
収
書
添

付
は
不
要
に
な
り
ま
し

た

。
そ

の

代
わ

り

に

「
医
療
費
の
明
細
書
」

を
提
出
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

「
氏
名
」
「
支
払
先

(

病
院

・

薬
局)

」

「
金
額
」
ご
と
に
事

前
に
計
算
し
て
ま
と

め
て
く
だ
さ
い
。

市
役
所
な
ど
か
ら
送

ら
れ
て
く
る
「
医
療
費

の
お
知
ら
せ
」
も
使
え

ま
す
。

領
収
書
は
五
年
間
保
存

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。



足
利
市
の
組
合
員
近
藤

せ
つ
子
さ
ん
は
東
北
道
佐

野
Ｓ
Ａ(

下
り
線)

の
レ
ス

ト
ラ
ン
で
パ
ー
ト
従
業
員

と
し
て
働
い
て
い
ま
し
た
。

昨
年
１
０
月
１
２
日
、

台
風
１
９
号
に
よ
る
豪
雨

の
な
か
職
場
か
ら
出
勤
を

指
示
さ
れ
ま
す
。
す
で
に

佐
野
市
内
は
道
路
が
冠
水

し
川
の
よ
う
な
状
態
で
し

た
。
近
藤
さ
ん
は
道
路
が

見
え
な
く
な
り
縁
石
に
乗

り
上
げ
、
増
え
続
け
る
水

位
の
な
か
で
死
の
恐
怖
を

感
じ
ま
し
た
。
当
時
近
く

で
は
避
難
途
中
水
没
し
車

中
で
亡
く
な
る
人
も
い
ま

し
た
。

近
藤
さ
ん
は
出
勤
時
危

険
な
状
況
で
あ
る
こ
と
を

説
明
し
ま
し
た
が
、
上
司

は
出
社
す
る
よ
う
指
示
し

ま
し
た
。
ニ
ュ
ー
ス
で
は

「
命
を
守
る
行
動
を
」
と

呼
び
か
け
て
い
る
最
中
で

し
た
。
当
時
東
北
道
は
す

で
に
通
行
止
め
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。

い
ま
年
々
増
加
す
る
災

害
に
関
連
し
、
企
業
の
出

社
指
示
の
あ
り
方
が
問
題

に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
ケ
ー
ス
は
明
ら

か
に
従
業
員
に
た
い
す
る

「
安
全
配
慮
義
務
違
反
」

に
な
り
ま
す
。

組
合
で
は
サ
ー
ビ
ス
エ

リ
ア
の
施
設
運
営
会
社
に

謝
罪
と
補
償
、
今
後
の
安

全
対
策
の
確
立
を
要
求
、

先
月
団
体
交
渉
で
会
社
側

は
非
を
認
め
ま
し
た
が
、

具
体
的
な
再
発
防
止
策
に

つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

近
藤
さ
ん
「
指
示
を
出

し
た
上
司
は
非
を
認
め
ま

せ
ん
で
し
た
。
従
業
員
が

安
心
し
て
働
け
る
職
場
に

し
て
も
ら
い
た
い
」
と
語
っ

て
い
ま
す
。

災
害
時
の
出
勤
、
避
難

指
示
な
ど
、
事
前
に
周
知

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

２
月
１
９
日
、
都
内

で
建
交
労
も
加
盟
す
る
建

設
関
連
の
労
働
組
合
が
共

同
で
、
大
幅
賃
上
げ
、
待

遇
改
善
を
求
め
て
春
闘
イ

エ
ロ
ー
ア
ク
シ
ョ
ン
集
会

と
宣
伝
行
動
を
行
い
ま
し

た
。

大
手
ゼ
ネ
コ
ン
大
林
組

は
Ｎ
Ｅ
Ｃ
と
、
建
設
現
場

で
の
土
砂
積
込
自
動
化
シ

ス
テ
ム
を
開
発
し
た
と
発

表
し
ま
し
た
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
地

盤
や
ト
ン
ネ
ル
掘
削
と
い
っ

た
大
量
に
土
砂
を
掘
削
す

る
現
場
で
、
盛
土
の
状
況

を
３
Ｄ
ス
キ
ャ
ナ
で
確
認

し
自
動
掘
削
、
バ
ッ
ク
ホ

ウ
が
旋
回
し
て
待
機
し
て

い
る
ダ
ン
プ
に
ベ
ッ
セ
ル

内
カ
メ
ラ
で
確
認
し
な
が

ら
積
み
込
む
と
い
っ
た
作

業
を
実
行
で
き
る
と
し
て

い
ま
す
。

昨
年
末
に
は
大
成
建
設

が
、
自
動
運
転
ク
ロ
ー
ラ

ダ
ン
プ
を
発
表
、
土
砂
を

指
定
ル
ー
ト
で
運
搬
し
指

定
の
場
所
で
降
ろ
し
、
再

度
積
込
場
所
に
戻
る
一
連

の
運
搬
作
業
の
自
動
化
に

つ
い
て
実
用
化
を
達
成
し

た
と
発
表
し
ま
し
た
。

世
界
レ
ベ
ル
で
建
設
機

械
の
自
動
化
が
加
速
し
て

い
ま
す
。

し
か
し
い
ず
れ
も
、
５

Ｇ
と
い
っ
た
次
世
代
通
信

技
術
を
利
用
し
た
も
の
で

あ
り
、
人
体
へ
の
影
響
も

含
め
様
々
な
問
題
が
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
。

自
動
化
が
進
む
こ
と
で

労
働
者
の
雇
用
が
奪
わ
れ

る
側
面
も
否
定
で
き
ま
せ

ん
。大

企
業
は
技
術
開
発
よ

り
、
現
役
労
働
者
が
安
心

し
て
働
け
る
労
働
条
件
に

改
善
す
る
こ
と
こ
そ
、
優

先
さ
せ
る
べ
き
で
す
。

◎
３
月
２
８
日

合
同
執
行
委
員
会

◎
４
月
７
日

関
東
ダ
ン
プ
幹
事
会

◎
４
月
１
９
日

関
東
ダ
ン
プ
総
会

※
今
年
の
健
康
診
断
会
は

５
月
２
４
日
で
確
定
し
ま

し
た
。
詳
細
は
来
月
号
で
。

２０２０年２月２５日 Ｎｏ２１９

中ラーメン豚マシ・・・厚い・・・ 。

国
連
は
「
肉
食
」
を
減
ら
す

こ
と
が
地
球
温
暖
化
防
止
の
カ

ギ
に
な
る
と
報
告
し
て
い
ま
す
。
。

牛
や
豚
を
育
て
る
た
め
に
は

大
量
の
飼
料
が
必
要
で
あ
り
、

そ
の
生
産
の
た
め
に
森
林
面
積

が
減
少
し
て
い
る
か
ら
だ
そ
う

で
す
。
ま
た
、
家
畜
は
肥
育
す

る
過
程
で
強
力
な
温
室
効
果
ガ

ス
で
あ
る
メ
タ
ン
ガ
ス
を
大
量

に
放
出
す
る
こ
と
も
一
因
と
か
。

足
利
の
二
郎
系
ラ
ー
メ
ン

「
立
川
マ
シ
マ
シ
」
。
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
の
環
境
闘
士
グ
レ
タ
さ
ん

が
見
た
ら
怒
り
狂
う
で
し
ょ
う
。

ど
う
も
す
い
ま
せ
ん
。

水没して縁石に乗り上げた近藤さんの車(翌日の様子)

足利市緑町2丁目23-1 ℡0284-64-8878

集会では栃木県本部山内委員長が昨年発生した台風19号での組合

の取り組みについて発言、地域復旧における建設労働者の役割につ

いて具体的に提案しました。

大林組、ＮＥＣが共同開発した自動土砂積込システム


